
 

学校だより                       宝達志水町立相見小学校 

令和５年１１月２０日（月） 

 №.１７ 

                            文責  清水ひとみ 

めざす児童像 ： 自ら学びとる子 思いやりのある子 自ら鍛える元気な子 

 

 

  
  

  

 
  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全教室を受けての感想より】 

○スマホやタブレットは日常の中でたくさん使うので、危ないゲームや情報を調査人数などでしっ 

かり見て、上手に使っていきたいと思います。また、スマホを見すぎたりしないために、１回に

使う時間を決めたり、１日で使う回数を決めたりして、使いすぎないようにしていきたいです。

これからも決まりやルールを守っていきたいです。          （６年：粟原 紗希） 

○スマホは便利だけど、危険なこともたくさんあることが分かりました。サイトやアプリを使うと 

きは、しっかりと説明を読んでリスクをしっかり考えてから使うようにしたいです。使う時間も 

決めて、ルールを守りながら使っていきたいです。          （６年：米田 侑生） 

 スマホ・ケータイ安全教室  ～４･５･6年：６日（月）～ 

 
 

 

NTTドコモの方を講師とし、「スマホ・ケータイ安全教室」をリモー

トで行いました。「上手な情報活用とリスクを考えよう」をテーマに、

「情報技術の上手な活用とリスク」や「インターネット情報のあやし

さ」、そして「身に付ける工夫やスキル（方法）」について考えることが

できました。ぜひ各家庭においても、話し合っていただければと思いま

す。よろしくお願いします。 

千里浜海岸ものしり教室  ～４年：１０日(金)～ 

 

 

 

 石川県羽咋土木事務所の 橋本 圭史さんが来校され、千里浜の今と昔・千里浜海岸を守るための

取組等についてお話してくださいました。平成 23年に「千里浜再生プロジェクト」が立ち上げられ、

砂浜を守るための工事・対策のほか、海岸保全の意識向上のための様々な取組が行われていること

も知ることができました。私達にとって見慣れた千里浜海岸ですが、多 

方面から千里浜海岸について知ることで、さらに誇りに思い、守る大切 

さを感じることができました。学んだことを生かして標語を作りました。 

○ 千里浜を つなげていこう 大切に   （松田 董子） 

○ 千里浜と 夕焼け小焼け 奇麗だな   （村田 結都） 

ビジネスアカデミー事業  ～６年： ６日(月)～ 

 

 

 

理容師の中田 英伸さん（Hope hairs）を講師にお迎えし

て、ビジネスアカデミー事業を行いました。まず、町生涯学

習課の藤森さんから、本事業のねらい「働くこと」について

と、講師の中田さんの紹介がありました。 

そして、中田さんが実際にはさみを持ち、動かす様子を目

の前で見せてくださいました。また、中田さんに教えていた

だきながら、子ども達も実際にはさみを動かす等もしまし

た。そして、「働くこと」や「生きがい」等について、お話

を聞きました。貴重な時間・体験となりました。 

， 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 
 

 
  
 
 
 

 
 

 
 

  

  
 
 
 

   

 

   

  

３校合同 おもちゃランド（生活科）  
～２年：１５日（水）～ 

 生活科「うごく うごく わたしのおもちゃ」の学習のゴール「おもちゃランドをつくろう」を、

相見小･宝達小･押水第一小の２年生が合同で行いました。この日に向けて、３校の児童は手作りの

動くおもちゃを考え、作成し、「手作りの動くおもちゃ」を楽しく遊ぶお店を開く準備をしてきまし

た。看板や説明のちらし、景品なども作り、とても楽しみに当日を迎えました。 

相見小体育館には、「紙の皿とコップを使った的当てゲーム」や「割りばしと輪ゴムで作った射的」

等のお店がずらりと並びました。前半と後半でお店屋さんとお客さんが逆になって、活動しました。

めあての「遊びのルールをよく聞き、おもちゃランドでたくさんおもちゃを動かして楽しむ」こと

を全員が達成することができました。また、他校の友達とも話したり遊んだりする姿や、お別れの

時には、「また会おうね」と声をかけ合う姿もありました。楽しい時間を共にすることができました。 

 

【石川県科学研究作品コンクール】 

〇優秀賞  ２年 瀧平 悠人 「クズがおたからに大へんしん！」 

【羽咋郡秋季火災予防運動に伴う防火（防災）ポスター展】 

 ○金 賞  ４年 表  司沙 

 ○銅 賞  ５年 近岡 芙美 ・ 永野 瑛汰 

【石川県読書感想文コンクール】 

○入 選 ２年 敞田 旭飛  :  ぼくの だいじな カマキリ 

５年 倉下 陽向  :  夢を叶えるために 

６年 川端 萌花  : 「魔女だったかもしれないわたし」を読んで 

【令和５年度 親子の架け橋一筆啓上 親子の手紙】 

〇優良賞  １年 長谷川湊士 ・ ５年 石田 一真  

うれしいお知らせが 次々と！ ～ 応募作品の審査結果 ～ 

 

3 校合同 「紋平柿」の学習･収穫  ～６年生：１１月１４日（火）～ 

  相見小・宝達小・押水第一小の６年生約 50 人で

行いました。まず、宝達の紋平柿発祥の地の石碑前

で、柿栽培をしている宮本さん（「(株)宝正果」代

表）から紋平柿の名前の由来やルーツ・特徴等の説

明を受けました。児童は初めて知ったことばかりの

ようで、興味深く聞いていました。その後、山崎の

柿畑に移動し、地域おこし協力隊の方に教えていた

だきながら、柿の収穫を体験しました。大きくて色

鮮やかな「紋平柿」の収穫を一人ずつ手に取り、楽

しむことができました。収穫した柿は１週間ほど渋

抜きをし、児童分届けられる予定です。 


